
各種引火点試験器による比較試験

1. 目 的

各6健貧の引火J慌'殿食2鉛sを制J11μしい、て消削U防脚J刈u
'-"1縄〈可健性君液度体〉を測定し'各信号l火点訳厳密}の将
司陸について検'守する.

2 比般に使用した引火点世殿器

(1)アーヘルヘゾスキー引火12式験訟.

(沿 タ グ式引火点猷草食~.

(3~'/~" マルテンスヲl火点以験:1:1.

(，)タリープラ y ド引火点飲験~.

3 測定 世科

1>¥;艇1級トルaιγ 向キシレ同市舷灯油の3館お

よび， トルエ'/，...γνγ，灯油を各総剰とした縮性

液体の3rt:， tt6錨矧について測定した.

結性議体はアスフアルトピ ヲチを各tfi剤で彬飾L.流
動点測定法《笹川ーより初℃にお'jる初回夜勤を90秒に

E胃袋した.
〈注〉 昭和39'ド7月23目。自治省丙予発甜171号消2方

法規!茨備考貨11に定める危険物線4額石剖閣の (常

温で液状と伐るもの]の取援について. (通達〕に

よる限界流動.

4 測定方 宏

アーヘルベYスキー引火点訳畿は旧J1 S. K. z2 

日.，グ式引火山依験はJ15. K-2539.ペγスキ

ーールテンス引火点以験はJ1 S. K-2265"タリー

プランド引火点訳験はJ1 S. K-m4にそれぞれも

とずいて釘こなった.

トルaιγ ，るよぴトルエソ金調印網とした粘性液体につ

いては依科を氷l.(下15'C1こ冷均し説副15'Cにおいて(1

然上昇させた.

測定はすべて同一人が釘ニない，使m温度Ullジーベ
ルト鵠檎温度計により検査したものを周Uた.

.第二研究盆

川 政隆・

5 測定詰果

'K 1 ~長

.Hルエγ格
試 験 '" 名 |トルエ叶網鮎性被体

rベ…H 引火点開 91-01 
タグ式引火点以験器 5.~ 3.5 

ベγスキーマルテyスヲi火な試 "，，1 11 '" 

験'" 0 叶 ..... 

タリープランド 引火点依験器I1川 18.0 

2え 験 訟

鮪2!長

一名 |石弘孟23
アーベルペンスキー引火点S実験
器t

タグ式引火点筑験溢|

ベYスキ マルテンス引火点以
験器

タリ m プヲ γ ド引火点Eえ験包括

アーベルへ y~キー引火点訳換

'" 
タ グ式引火内訳験器

ベ γス~ーマルテ yス引火点試
験恐

't:1 't: 

53.5 

57.0 

タリープランド引火点訳験勉 62.~ 67.0 

紡9即時e-l. 2. 3に示すと おりであり。，ルz

γ，キγレ円灯油の引火点については タグ式引火

42え験i!I.ベ γ~キーマルテ γス引火点試験i!I ア

ヘルペンス"【引火点飲S食器 タリ プラ γド引火点
訳換器の順に高<!固定された.‘ルエ:t'， ..シレン.

灯油を各静剤としt粘性液体についてはアーペルベy
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Jえ..ーヲl火点訴:1<'" タグ式引火点訳験Eの測定(11は

各彬剤の引火点より低い飽を得た.

6 測定結果の考療

液体に不仰発性の調WltをIfi解するとその様気圧が減

少する滞気圧降下の現象が認められる.したが。て形

鋼にアスフアルトピ vチを混入するニとにより分解.

化合"の化学度ヒが起らないかI!り，同ー測定器にお

いての測定結呆はi'fj剣山身の引火点より低〈測定され

るニとはあり"ない.

ア ベルペンスゃー弓l火点鉱験'" タグ式引火点2実

験器による慣定結集では給性液体の引火点が青島鯛の引

火点より低<IIIている事は 健作炭鉱が伝いため，玖

料液がすみやかに対流復持されずI 測定線信}欄耐の加

則市;と中心掃の温度測定位低との聞に温度控を生じて

来るため山際の引火点と也監針の説みとは一致しない

ためと.¥!!.われる.

7 各種引火点世験器の所見

(J) アーベルペンスキー引火点鼠厳密

ア， E実験炎は灯志点火のため調節が非常に閤建であ
る.

-，綾災自主監はゼンマイ自動式のため鍛災時間の個

人盤が少ない.

，、 11狩装置が無いため粘性を有する液体にあ勺て
l三測摘と中心の温度差のため披院の引火点より低

い似を示す.

(2 ) タグ式引火点髭蟻怨

イ， lf.尾張置の氏験炎"ガ~のため関節は簡単であ

るが篠炎時聞の個人並があると思われる.

ロ，裕液と傑験容器が直後援するため温度修行がす

みやかに行なわれる.この点は孝弘ホでもあり，ま

た欠点でもある.絡に粘性を有する物質では容器

棚薗と中心泊;との混l!fffi.は前記アーペルへγスキ

( 42 ) 

ー引火点訳験'"と問憾に大き〈伝る.

，、， 1谷被!こ調h努を使mすれば相当高訟のヲlλ由、をも
Ii!定する穫が出来る.

ェ 低温領域の測定では俗液に適当伝冷餓をJIIいれ

ぱ氷点下の引火点をも測定する事が出来るがl ニ

の場合にlJ.m液の捜件も必要であると.t.!!.われる.
ホ， 2式"の秤S量はメスシリンダーを使JIIするため，
粘性~有する液体では正備に蒋i電 III米なL 、. よ 勺

て標縁付で十分と!~!.われる.

(3) ペンスキーマルテンス引火怠鼠厳密

イ，痩ける位置付のため粘性を有する液体では温度修

行がすみやかに行なわれ依科容認内の/U.~l!が少

'"'‘. 冒，低ヲi火点物買でも適当伝冷媒によりIMI容認jと
もに冷却1すれば氷点下の物買でも測定が可能であ

る.

(4) クリープランド引火点鼠駿器

ィ，当3式験:t}11前記3績が密閉式であ qたが槻歓式
であるため，終使点測定H 合せて釘こむ うニと

が出来る.

-， T.!温微減 (2∞℃位以よ〉では線定通り伝皮 を

上げるに"加然ガ~を強〈するため猷斜より発生

する被\<.、~l\\流により不足計寸こ11 11'される. ま

たニれにともない紋験災をも消す二ともある.

へ 閥紋弐のため測定以料の蒸気で測定自民企休を典

共で満たし.測定者ヘ不快感を」与えI かつ健mを
容す怒れがある.

しかしドラフト内でこの訴験を行〈ょう とドラフ

ト内の吸換気により室内でおこ位。た場合とは側

定飽がー設しないこともある.

以上4I>t験訟について述べたが訴験~~，の所見:!前

項測定札来のみではな〈測定経なよりの観衆をb合せ

て追ベて且た.
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